








データベースとは、データベース管理システム (DBMS:Database Management System) と呼ばれ
るソフトウェアを通して蓄積されるデータの集まりのことである。複数のユーザ、が検索コマンドやアプ













2.2 ER モデル (Entity/Relational Model) の作成






図 2 の ER ダイヤグラムは、人事データベースの ER モデルを図で表示したものである。この図から職







テーブル聞に職員 ID とプロジェクト ID の関係をリ
ンクテーブノレ(中間ファイノレ)を入れて対処する。











3.1 SQL (Structured Query Language:構造化照会言語〉
SQL は、コンビュータ先進国アメリカの IBM社が開発したデータベース処理言語で、 RDBMS のデ
ータを操作や定義するために開発された言語である。ユーザは、データベースの構造や規模を考えずに
テープノレ名と表に含まれるフィーノレド名を知っていれば簡単にデータベースを操作することができる。







データベースのテープ、ノレからデータを検索する SQLの命令文として SELECT ステートメントがある。







る。更に、範囲指定の Between …And 演算子、
表 1 SELECT 文に指定する句の種類





リスト指定の In 演算子や文字列比較の Like 演算子が利用できる。 ORDERBY句のソート条件は ASC
(正順)又は、 DESC (逆順)を指定する。
4 文書ファイルの検索
Microsoft はa情報サーバーに Index Server をインストー
ノレすることで、HTML 形式の Web ページのほか、阻.croωft





5 ASP (Act i ve Server Pages) 
図 3 文書検索の画面
テキスト形式の HTML言語 (HyperMarkup Language) で記述された恥b ページは、単に文書フ
ァイノレをブ、ラウザに表示するだけであった。インターネットユーザの増加とともに、ユーザの時間や条
件によって Web ページに表示される情報が変化する仕組やサーバー管理者が Web ページを変更しなく
ても情報が更新される仕組が要求されてきた。 Microsoft は、このような動きのある恥b ページを実現
するために、 Web サーバーに ASP を実装してゲートウェイプログラムの実行環境を提供した。ゲート
ウェイプログラムは ASP ファイノレというテキストファイノレで作成する。 ASP ファイルは Web ページの
基本部分を HTML、サーバーサイトで実行すべきプログラムをスクリプト言語で記述する。ユーザが
ASP ファイノレを呼び出すと、ファイノレ内に埋め込まれたスクリプト言語部分のみが解釈実行され、結果






リックし、使用可能な ODBC ドライパの一覧から SQL 図 4 データソースの設定
Server を選択する。次に、 rODBC SQL Server セットアップ」ダイアログボックスにおいて、データ
ソース名、サーバー名、データベース名などの項目を設定する(図 4 参照)。
6.2 ASP ファイルの作成
データベースの検索は、 ASP ファイノレから ODBC 経由で、 Database Access コンポーネントを使用
















Set DBObj=Server. CreateObject("ADODB. Connection“} 
DBObj.Open "syokuinroku" 
SQLstm="SELECT * FROM 職員. . . . 
Set rs=DBObj.Execute(SQLStm) 
DoWhile (Not 陪.EOF)
R踊ponse.Write 陪.Fields('・氏名") & 11 : n 











Utility オブジェクトを定義する。 Query オブジェ
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図 7 名簿検索の画面
(めLouisKahn and Laura Logan 著、アスキー書籍編集部訳: rMicrosoft Windows NT Server 4.0 に
よる Web サーバー導入ガイド」、アスキー、 1997年発行
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